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蒸し暑さが増す６月下旬から８月いっぱいまでは、熱中症により救急搬送される方が増えます。

自身の体調の変化に気をつけるとともに、周囲の方にも気を配り、地域で熱中症を予防しましょ

う。

■ 熱中症とは？（室内にいても油断大敵です！ ）

　高温多湿な環境に長時間いることで、体温調整機能がうまく働かなくなり、体に熱がこもった状態を指

します。屋外だけでなく室内で何もしていないときでも発症し、重症になると死に至ることもあります。

■ 熱中症の症状

　・めまい、立ちくらみ、筋肉のこむら返り

　・頭痛、嘔吐、気分が悪い

重症になると

　・返事がおかしい、意識消失、けいれん

　 気を付けたいポイント

暑さを避ける

「熱中症（特別）警戒アラート」発表時には、外出をなるべく控えて、室内でも

エアコン等で室温「28℃」を目安に、適切な温度を保つようにしましょう。

こまめに水分と塩分を補給する

のどが渇いていなくてもこまめに（１時間ごとにコップ１杯を目安に）水分を補給しましょう。　

ただし、アルコールは、尿の量を増やすため、水分補給には適していません。

また、大量に汗をかいた時は塩分を忘れずに摂取しましょう。

（受診している方は、水分や塩分の摂取量をかかりつけ医に確認しましょう。）

■ 熱中症が疑われる人を見かけたら

　自分で水分が飲めない、応答がおかしい時は、ためらわずに救急車を呼びましょう。

■ 関川村の指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）

　熱中症特別警戒アラートの発表時には、健康被害発生を防止するため、以下の施設を開放します。

＜ 開放日 ＞　令和７年８月31日までの予定（土・日・祝日を含む）

■ 環境省ホームページ（『熱中症予防情報サイト』で検索）

指定施設 開放時間

役場庁舎　１階　大休憩室 午前８時３０分から午後５時１５分

午前８時３０分から午後９時３０分（日・祝日を除く）

午前９時００分から午後５時３０分（日・祝日）
村民会館　１階　休養室

梅雨時期から　　　　　　に注意！熱中症
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カメラ付きインターホン・

防犯カメラの

購入を補助します

カメラ付きインターホン・

防犯カメラの

購入を補助します

　村民の防犯意識を促進し犯罪発生の抑止を図るため、
カメラ付きインターホンや防犯カメラの購入費用の一
部を補助します。

補助対象の機器 
・カメラ付きインターホンの取り付け又は交換
（カメラ無しからカメラ付きへの交換に限る）
・防犯カメラの設置

補助の対象者
次のすべてを満たす方
(1)村内に住民登録がある方
(2)関川村暴力団排除条例に該当する人物ではない方
(3)住宅等の売買を目的として実施する人物ではない方
(4)令和7年7月1日から令和8年2月28日までの間に
補助対象機器を購入・設置した方

補助金の額
購入設置に要した費用の２分の１(上限１０,０００円)

申込・問い合わせ　　総務課総務班　☎64-1476

　警察官をかたり「あなたに犯罪の容疑がかかって
いる」「このままでは逮捕される」など不安をあお
り、現金を振り込ませる詐欺が県内でも急増してい
ます。
　詐欺手口と対策について知識を深め、周囲の人と
共有し、詐欺防止の輪を広めましょう。

◆ニセ警察官だましの手口
その1　電話でのやりとり
その2　ＬＩＮＥなどのメッセー

ジやビデオ通話でのや
り取り

◆ニセ警察官を見抜くために
・一旦電話を切って確認することが大切
・警察官を名乗る相手に、所属・部署名・氏名・
連絡先・を聞き出して、一旦電話を切る。その
者の在籍を確認するために、本署に連絡する

◆電話の相手に教えないこと
・個人情報、周囲の人の状況、インターネットバ
ンキングやＬＩＮＥなどＳＮＳ利用の有無

問い合わせ　　総務課総務班　☎64－1476

「ニセ警察官」

　詐欺に注意！

8/31にえちごせきかわ大したもん蛇まつりと同時開催

米坂線復活絆まつり

8/31（日）関川村役場前

米坂線絆マルシェ出店　10：00〜　

役場前駐車場で、大したもん蛇まつりと

同時出店。米坂線沿線市町村による地元

特産品等の販売を予定。

ステージイベント　12：30〜　

役場前特設ステージにて、大したもん蛇

まつりに引き続き開催。

米坂線ゆかりのアーティストによる米坂線

応援ソングや、漫才コンビ「ケビンス」

（関川村観光大使の山口コンボイさん）に

よるお笑いステージ（午後の部）、武将隊

による演武などが予定されています。

開催日時　令和４年８月の豪雨災害で被災し、今泉駅～坂町駅間が不通

となっている米坂線の復旧に向けた機運を醸成するとともに、

沿線等市町村の魅力を相互に理解し、今後の連携を深め、交流

人口の拡大を目的として、「米坂線復活絆まつり」が開催され

ます。

　今年は、関川村を会場に、えちごせきかわ大したもん蛇まつ

りと同時開催となりますので、ぜひ会場にお越しいただき、一

緒に盛り上がりましょう。

主 催　米坂線復活絆まつり実行委員会
事務局 （新潟県交通政策課　025-280-5983）

詳しくは米坂線復活絆まつりＨＰ
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令和７年度関川村総合防災訓練の予定と
昨年度の住民避難訓練の成果について

　今年度は避難した住民の把握に合わせ、避難しなかった住民の安否・所在の確認、防災リュックなどの準備
と携行避難の奨励を重点に習慣化を図っていくことにしています。

　村では、近年、激甚・頻発化する豪雨災害に備え、訓練の習慣化を図るため、防災訓練を毎年実施することと
しています。
　今年度も、災害初動時の対応と、関係機関との連携を練成・強化するとともに、住民の防災啓発化を図ること
を目的に防災訓練を実施します。

■令和７年度関川村総合防災訓練の予定
とき：10月19日(日)
内容：水害・土砂災害を想定とする全村一斉の住民避難訓練及び九ヶ谷地区（片貝ふれあい自然の家、九ヶ谷

地区ふるさと会館、金丸ふれあい自然の家など）を主会場に地区の災害リスク特性に応じた各種防災イ
ベントを実施する予定

■昨年度の住民避難訓練の成果・実績

〇日ごろからの備えと防災リュックの準備
　広報せきかわ６月１日号「非常時持ち出し品の例」を参考に、日ごろ
からの備えをお願いします。

◇おすすめ備蓄品
・調理が不要な備蓄品(温め不要なカレーライス等)
・長期保存可能な備蓄品(５年程保存可能なレトルト食品等)
・長期分の食料品セット(３日分９食セット売り等)

　最低でも救援物資などが届くまでの３日分程の食糧・飲料水など(調理
器具も忘れずに)を家庭で備蓄しておくことが重要です。

指

定

避

難

所

 所在・安否の確認が取れた人 １０８６人 
計１１６０人

避難所への避難者以外で
所在を確認した結果　  所在の確認が取れなかった人 ７４人

所在の確認を行い、村へ安否状況などの報告をした集落  １９集落 　　　　

名　　　　称 箇所 避 難 者 数

関川中学校  １１０

村民会館  ５２

川北ふれあい自然の家  ７７

土沢ふれあい自然の家 ８ ６５

女川ふれあい自然の家  ２３

女川地区ふるさと会館  ３７

その他  ５

集落センターなど ３１ ５９７

合　　計 ３９ ９６６

令和６年度住民避難訓練の様子

非常時持ち出し品の一例
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村に定住する新婚夫婦にお祝金10万円を交付します村に定住する新婚夫婦にお祝金10万円を交付します村に定住する新婚夫婦にお祝金10万円を交付します

村では、未婚者の婚姻を奨励し若者の定住を促進するため、結婚して村に定住する新婚夫婦に
「関川村結婚祝金」を交付します。

【対 象 者】婚姻日から1年を経過していない夫婦
【交付要件】　次の①～④を全て満たす夫婦

①申請日に夫婦ともに村内に住所があり、居住している。
②お祝い金を受け取った日から、夫婦が３年以上村内に定住する意思がある。
③夫婦のどちらも過去にこの制度によるお祝い金を受け取ったことがない。
④夫婦のどちらも村税の滞納がない。
また、村外から転入している場合は、転入前の市区町村税の滞納がない。

【支給金額】１組につき10万円
【申請手続き】婚姻日から１年以内に必要書類を提出してください
【必要書類】①「関川村結婚祝金交付申請書」

②婚姻届受理証明書または夫婦の戸籍謄本の写し ※１コピーではなく窓口で交付されたもの

③夫婦の住民票の写し ※１コピーではなく窓口で交付されたもの

④夫婦の市区町村税の納税証明書 ※２市区町村が発行する前年分の滞納がないことがわかるもの

⑤「誓約書」

関川村結婚祝金交付事業

結婚生活を応援します！結婚生活を応援します！結婚生活を応援します！
村では、これから夫婦として新生活をスタートする世帯に、新居の購入費や家賃、リフォーム、
引越し費用について最大60万円を補助します。

関川村結婚新生活支援事業

【受付期間】　令和８年３月31日まで
【対 象 者】　令和７年１月１日から令和８年３月31日までの間に婚姻届を提出し、受理された夫婦で、

次の①～⑥を全て満たす世帯
①夫婦ともに村内に住所があり、補助対象の住宅に同居している。
②補助金を受け取った日から、夫婦が３年以上村内に定住する意思がある。
③令和６年分の夫婦の合計所得金額が500万円未満である。
④婚姻日に夫婦とも年齢が39歳以下である。
⑤過去にこの制度に基づく補助金の交付を受けたことがない。
⑥夫婦ともに村税の滞納がない。
　村外から転入している場合は、転入前の市区町村税の滞納がない。

【補助対象経費】令和７年４月１日から令和８年３月31日までの間に支払いを
行った次の費用に対して、最大60万円を補助します。

　　住宅費　　　　　　　●住宅の購入費、リフォーム費
　●住宅の家賃、敷金・礼金、共益費、仲介手数料

　　新居への引越費用　　●引越業者や運送業者に支払った引越費用

　　補助上限額　　　　　●夫婦ともに29歳以下：60万円
　●夫婦ともに39歳以下：30万円

上記２事業の申請・問い合わせ　住民税務課住民環境班　☎ 64－1471
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　６月１日、米野紗良さんの所属するアルビレ

ックス新潟レディースＵ−18が、新潟聖籠ス

ポーツセンターアルビレッジで開催された第

６回北信越クラブユース女子サッカー大会

U18に出場し、見事優勝を果たしました。米

野さんはセンターバック(DF)としてフル出場。

チームの優勝に貢献しました。

　北信越代表として、７月28日から群馬県で

開催される第７回日本クラブユース女子サッ

カー大会U18に出場します。

　このたび、佐藤修一さんに国から教育功労として「瑞

宝双光章」が授与されました。

　佐藤さんは、県の教職員に採用されてから退職される

まで33年間にわたり、県内中学校で子どもたちを熱心

に教育されました。また退職後は村の教育長として３期

９年ご尽力いただきました。

　勤務した学校ではチャレンジウォークや海峡水泳リレー

横断等に挑戦し、冒険教育に取り組んできました。「村上

中等教育学校の初代教頭を務めた時、好きなことを言っ

たりさせてもらったりと新しい学校づくりが楽しかった」

と想い出を話してくれました。

　そして教育長時代には、カヌーで粟島横断やチャレン

ジ100等、子どもたちの達成感に繋がる企画・運営・実

施に努めてこられました。

　佐藤さんは「恩師の教えや諸先輩の導きと、出会った

方々の理解と支えがあったからこその受章」と受章を喜

んでいました。

▲後列右から２番目が米野紗良選手
( ALBIREX NIIGATA LADIES 提供)

全国大会出場決定！

女子サッカー　米野紗良さん
（新発田南高校２年・上関）

佐藤修一さん 瑞宝双光章を受章（朴坂）

地域おこし協力隊 荻原 　学さん 活動開始！地域おこし協力隊 荻原 　学さん 活動開始！

森林資源を活用した地元木材の利用促進

荻
原
さ
ん
自
己
紹
介

　
10
代
の
頃
か
ら
手
刻
み
を
行

う
大
工
と
し
て
働
き
な
が
ら
、

森
林
整
備
活
動
に
も
携
わ
り
、

伐
採
か
ら
製
材
、
建
築
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
以
降
、
そ
う
し
た
森
で
の
活
動
を
次
世
代
に

伝
え
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
、
環
境
教
育
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
私
に
は
身
近
に
あ
る
資
源
を
大
事
に
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
10
年
程
前
か
ら
、
生
木
を
手

道
具
だ
け
で
削
る
﹁
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
﹂
と
い

う
木
工
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
建
材
に
は
向

か
な
い
よ
う
な
雑
木
か
ら
生
活
道
具
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
技
術
と
経
験
を
活
か
し
、
関
川
村
の
森
か

ら
頂
い
た
樹
木
は
、
建
築
材
や
生
活
道
具
な
ど
、
特
別

な
も
の
で
は
な
く
、
暮
ら
し
の
一
部
と
し
て
常
に
存
在

す
る
も
の
に
変
身
さ
せ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
度
、
地
域
の
皆
様
の
お
力
添
え
あ
っ
て
、

旧
七
ヶ
谷
保
育
園
を
作
業
場
と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
関

川
村
の
豊
か
な
森
林

資
源
の
魅
力
を
お
伝

え
す
る
た
め
の
発
信

基
地
と
し
て
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

開
催
し
な
が
ら
、
地

域
内
外
の
人
が
木
に

親
し
む
為
の
空
間
を

整
え
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
見
知
り
お
き
を
。

おぎ はら　　　まなぶ

（大石）（大石）
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湯沢郷

「春の健康ウォーキング」
活動紹介　金俣で「田植えツアー」

　
５
月
31
日
、
３
家
族
11
人
が
参

加
し
、
金
俣
集
落
で
﹁
田
植
え
ツ

ア
ー
﹂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、﹁
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
２
０
３
０
﹂

と
い
う
県
の
事
業
で
実
施
。
集
落

が
主
体
と
な
り
、
県
や
Ｊ
Ａ
、
村

が
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
集
落
セ
ン
タ
ー
で
の
開
会
式
を

終
え
、
田
ん
ぼ
へ
。
田
植
え
枠
を

転
が
す
作
業
や
手
植
え
を
行
い
、

機
械
植
え
も
体
験
。
子
ど
も
た
ち

は
恐
る
お
そ
る
田
ん
ぼ
に
足
を
踏

み
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植

え
や
わ
ら
び
採
り
を
行
い
、
参
加

者
は
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
新
潟
市
在
住
の
小
学

５
年
生
は
﹁
田
植
え
中
、
転
ん
で

し
ま
っ
た
け
ど
、
土
が
気
持
ち
よ

か
っ
た
。
山
菜
採
り
が
一
番
楽
し

か
っ
た
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
秋
に
は
、
稲
刈
り
や
サ
ツ

マ
イ
モ
を
収
穫
す
る
﹁
稲
刈
り
ツ

ア
ー
﹂
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　５月21日、湯沢郷 (高瀬、沢、湯沢)

の方を対象に健康づくり推進員が主催

する「春の健康ウォーキング」が行わ

れました。当日は、30〜80代の男女

16人が参加。

　高瀬ふるさと会館に集合し、まずは

準備体操。集落支援員の加藤久美さん

からストレッチも教えてもらいました。

その後、ウォーキングをスタート。ふ

るさと会館を出発し、県道から荒沢入

口、堤防を戻って薬師様、足湯をまわ

りゴールしました。参加者から「みん

なで歩くと楽しいね」との声が聞かれ

ました。

地域おこし協力隊 小池 哲志さん 活動開始！地域おこし協力隊 小池 哲志さん 活動開始！

小
池
さ
ん
自
己
紹
介

　
こ
の
た
び
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
長
野
県
駒
ヶ
根
市
か

ら
関
川
村
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
小
池
哲
志
で
す
。

　
前
職
で
は
金
属
加
工
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
も
の
づ

く
り
が
大
好
き
で
す
。
趣
味
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
で
体
を
動
か
す
こ
と
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
や
電

子
工
作
で
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
こ
と
に
熱
中
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
外
国
人
の

方
へ
の
日
本
語
教
室
や
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
関
川
村
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
ふ
る
さ

と
納
税
の
新
し
い
取
り
組
み
や
、
渡
邉
邸
等
の
観
光
資

源
の
魅
力
発
信
に
も
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
聞
く
と
難
し
く
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
村
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え

る
新
し
い
道
具
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
人
と
話
す
の
は
好
き
で
す
が
、
実
は
少
し
人
見
知
り

な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
関
川
村

の
歴
史
や
文
化
、
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
関
川
村
の
た
め
に
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

デジタル技術を使って村の魅力を発信

（上川口）（上川口）

こ いけ　 てつ　 し
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し
お
ん

れ
　
い

は
や
て

　
６
月
15
日
、
第
49
回
と
な
る
関

川
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
。

そ
れ
で
も
、
ラ
ン
ナ
ー
の
笑
顔
は

晴
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、

１
，
１
４
２
人
が
関
川
村
を
走
り

抜
け
ま
し
た
。

　　
村
民
で
８
位
入
賞
、
村
民
該
当

な
い
部
門
は
１
位
の
み
。
部
門
下

か
っ
こ
内
の
数
字
は
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
人
数
。

◆
３㎞
男
子

小
学
生(

33)

①
瀧
口
凌
央(

山
形
県)

中
学
生(

17)

①
渡
辺
大
悟(

上
関)

⑧
横
山
颯(

打
上)

高
校
生
以
上
一
般(

56)

①
横
山
剛
士(

宮
城
県)

◆
３㎞
女
子

小
学
生(

20)

②
渡
辺
凜(

大
島)

④
伊
藤
環(

久
保)

⑦
平
田
心
穏(

下
関)

⑧
渡
辺
美
桜(

沢)

中
学
生(

８)

⑧
石
山
玲
衣(

下
川
口)

高
校
生
以
上
一
般(

31)

①
渡
辺
美
津
子(

三
条
市)

◆
12
㎞
男
子

高
校
生
〜
29
歳
以
下(

35)

⑤
渡
辺
幸
輝(

大
島)

30
歳
〜
39
歳
以
下(

45)

①
加
藤
辰
志(

阿
賀
野
市)

40
〜
49
歳
以
下(

75)

⑥
渡
邉
一
成(

沢)

50
〜
59
歳
以
下(

85)

①
蟹
江
正
史(

埼
玉
県)

60
歳
〜
69
歳
以
下(

66)

①
土
屋
正
幸(

佐
渡
市)

70
歳
以
上(

58)

①
斉
藤
正
幸(

村
上
市)

◆
12
㎞
女
子

高
校
生
〜
29
歳
以
下(

11)

①
井
上
真
衣(

山
形
県)

30
〜
39
歳
以
下(

22)

①
足
立
恵
美(

新
潟
市)

40
〜
49
歳
以
下(

25)

①
村
田
夕
子(

新
発
田
市)

50
〜
59
歳
以
下(

32)

①
加
藤
ゆ
り
子(

新
潟
市)

60
歳
以
上(

40)

①
小
林
美
弥
子(

新
潟
市)

◆
ハ
ー
フ
男
子

高
校
生
〜
29
歳
以
下(

34)

①
荒
木
祐
哉(

阿
賀
野
市)

30
〜
39
歳
以
下(

83)

②
平
田
達
哉(

平
内
新)

⑧
横
山
仁(

打
上)

40
〜
49
歳
以
下(

166)

①
平
田
武
史(

辰
田
新)

50
〜
59
歳
以
下(

168)

①
増
井
哲
也(

新
潟
市)

70
歳
以
上(

26)

①
長
谷
川
龍
一(

新
発
田
市)

◆
ハ
ー
フ
女
子

高
校
生
〜
29
歳
以
下(

４)

①
藤
原
結
花(

見
附
市)

30
〜
39
歳
以
下(

９)

①
渡
辺
美
紀(

新
潟
市)

40
〜
49
歳
以
下(

20)

①
遠
山
さ
ゆ
り(

村
上
市)

50
〜
59
歳
以
下(

25)
①
中
村
恵(

新
潟
市)

　
ゴ
ー
ル
後
、
新
発
田
市
か
ら
毎

年
参
加
し
て
い
る
男
性
は
﹁
今
回

は
雨
の
中
で
し
た
が
、
傘
も
さ
さ

ず
に
大
勢
の
方
に
応
援
し
て
い
た

だ
い
て
感
激
し
ま
し
た
。
無
事
完

走
で
き
ま
し
た
。
﹂
と
喜
び
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
員
ま
た
そ
の
保
護
者
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
員
、
他
に
も
多
く
の

方
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
集
落

支
援
員
の
南
波
寛
人
さ
ん
に
は
、

目
の
不
自
由
な
方
の
伴
走
者
と
し

て
伴
走
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
１
０
０
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が

雨
に
も
負
け
ず
走
り
抜
け
た
！

１
１
０
０
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が

雨
に
も
負
け
ず
走
り
抜
け
た
！

来年も
待ってるにゃ！

大
会
結
果
＊
敬
称
略
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学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

　５月28日に行われた第１回目の避難訓練は、

河川氾濫の災害を想定したものでした。昼休み

中に避難指示の放送、避難場所までは各自で移

動するという初の試みでしたが、素早く集まる

ことができました。また、行方不明者が出たと

いう設定も盛り込み、職員の動きも確認しまし

た。７月には災害時のマイタイムラインを作成

する授業も行います。「自分の命は自分で守

る」という意識を高めて、いざという災害に備

えていきたいと思います。

【 自分の命は自分で守る 】

【 村の大自然の中でカレーライスを堪能 】

　６月３日に、学年の親睦を図ることや関川村

のよさを再発見することを目的として、１年生

が鷹ノ巣校外学習に行ってきました。レクリエ

ーションのあとには、カレーライスづくりを班

ごとで行いました。火おこしからのスタートで

したが、どの班も無事完成させることができま

した。多少ジャガイモが固かった班もあったよ

うですが、大自然のなかで、仲間と協力して作

ったカレーライスはとてもおいしかったようで

す。

　６月８日、下関自治会の敬老会が村民会館大ホー

ルで開かれました。

　下関の敬老会該当者は245人。当日は63人の参加。

自治会から、上寿以上、白寿、米寿、喜寿を迎える

皆さん、新たに入会された皆さんに記念品が贈られ

ました。

　その後、新潟弁で語る中野小路たかまろさんの漫

談で、楽しい時間を過ごしました。

下関地区で敬老会下関地区で敬老会

　公益社団法人にいがた緑の百年物語緑化推進委員

会が行った緑の募金に、一般家庭のほか小中学校や

緑の少年団などから、あわせて1,176件、275,909円

が寄せられました。

　寄せられた募金は、公共施設の緑化や学校林、緑

の少年団育成、植樹祭や普及活動など、森を守り、

育てる活動に活用されます。

緑の羽根共同募金
ご協力ありがとうございました！

▲関川中学校生徒会の募金活動のようす



10広報せきかわ　2025・７月号

国民健康保険・後期高齢者医療保険からのお知らせ

～ 保険証または資格確認書が更新されます ～

問い合わせ　健康福祉課福祉保険班　☎ 64−1472

◇ 1人1枚、資格確認書または資格情報のお知らせを、世帯分まとめて世帯主あてに郵送します。

　※4．70歳未満の方の資格情報のお知らせには有効期限がありません。従来の保険証とは異なり、来年7月
は送付対象外となりますので、今回郵送するものを引き続きご使用ください。なお、70歳以上75歳未
満の方は、有効期限（7月31日）が記載された資格情報のお知らせを毎年送付します。（所得区分に応
じて自己負担割合や自己負担限度額が変わるため。）

●限度額適用認定証の更新（マイナ保険証なしの方のみ）
限度額適用認定証の有効期限は、令和7年7月31日です。マイナ保険証をお持ちでない方で、８月以降も

認定証が必要な方は更新の手続きが必要になりますので、忘れずに申請してください。

１　国 民 健 康 保 険

　令和６年12月２日にマイナ保険証（※１）を基本とした仕組みに移行したことにより、従来の保険証が発行

されなくなり、加入している健康保険やマイナ保険証の保有状況により資格確認書（※2）または資格情報の

お知らせ（※３）が発行されることとなりました。

　新しい資格確認書または資格情報のお知らせは、7月下旬に郵送します。８月になっても書類が届かなかっ

たり、記載事項に誤りがある場合は、健康福祉課福祉保険班までご連絡ください。

　※1．マイナ保険証とは、健康保険証として使えるように登録したマイナンバーカードをいいます。
　※2．資格確認書は従来の保険証と同じようにご利用いただけます。
　※3．資格情報のお知らせのみで医療機関を受診することはできません。マイナ保険証で受診してください。

資格情報のお知らせは、医療機関でマイナ保険証が読み取れない時などに必要になります。

現在の保険証

（ベージュ色）

7/31まで有効

資格情報のお知らせ（A４ 白黒）

８/１から有効（※４）

資格確認書（ピンク色）

８/１から有効

マイナ保険証あり

マイナ保険証なし

◇ 1人1枚、資格確認書を被保険者ごとに郵送します。

●医療費の自己負担割合について
毎年、同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者の前年中の所得に応じて、医療費の自己負担割合を判定

しています。新しい資格確認書に記載されている自己負担割合（１割 または２割 もしくは３割 ）は、8月1日

から適用となる医療費の自己負担割合です。

２　後期高齢者医療制度

現在の保険証

（ピンク色）

7/31まで有効

資格確認書（空色）

８/１から有効
被保険者全員
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脳
卒
中
の
症
状
に
は
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
脳
梗
塞

と
脳
出
血
は
血
管
が
詰
ま
る
か
破

れ
る
か
と
い
う
違
い
は
あ
り
ま
す

が
、
症
状
は
似
通
っ
て
い
ま
す
。

半
身
の
麻
痺
、
言
語
の
障
害
、
ふ

ら
つ
き
、
物
の
見
え
に
く
さ
そ
し

て
状
況
に
よ
っ
て
は
意
識
の
混
濁

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
突
然
み

ら
れ
る
場
合
、
脳
卒
中
を
疑
い
ま

す
。
く
も
膜
下
出
血
は
そ
れ
と
は

若
干
異
な
り
、 

今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
激
し
い
頭
痛 


が

特
徴
で
す
。

　
症
状
に
は
共
通
性
が
あ
り
ま
す

が
、
病
態
は
異
な
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
疾
患
な
の
か

を
ご
説
明
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
こ
の
三
疾
患
の
中
で
最

も
多
い
脳
梗
塞
に
焦
点
を
当
て
て

お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　 

梗
塞 

と
は
主
に
動
脈
が
ふ
さ

が
れ
て
そ
の
先
の
組
織
が
壊
れ
て

し
ま
う
状
態
を
言
い
ま
す
。
心
臓

の
筋
肉
を
養
う
動
脈
が
ふ
さ
が
れ

れ
ば
心
筋
 

梗
塞 


で
す
し
、
脳

の
動
脈
が
ふ
さ
が
れ
れ
ば
脳
 

梗

塞 

と
言
い
ま
す
。

　
脳
梗
塞
に
は
主
に
３
通
り
の
起

こ
り
方
が
あ
り
ま
す
。
①
細
い
血

管
が
詰
ま
る
場
合
、
②
太
い
血
管

が
詰
ま
る
場
合
、
③
心
臓
内
の
血

栓
が
脳
の
血
管
に
流
れ
着
い
て
詰

ま
る
場
合
で
す
。

　
①
と
②
は
動
脈
硬
化
に
関
連
が

あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
が
原
因

と
な
り
、
長
い
年
月
の
末
、
血
管

の
老
化
を
生
じ
血
管
が
固
く
壁
が

デ
コ
ボ
コ
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

血
液
が
流
れ
に
く
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
当
然
細
い
血
管
が
詰
ま

る
と
病
巣
は
小
さ
く
、
太
い
血
管

で
す
と
病
巣
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
①
は
軽
症
で
、
②
が
重

症
か
と
い
う
と
そ
う
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
麻
痺
の
程
度
は
逆
の
こ
と

も
あ
る
の
で
す
。
た
だ
し
、
意
識

の
障
害
、
認
知
機
能
の
障
害
や
失

語
症
︵
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
、

出
て
こ
な
い
と
い
っ
た
症
状
で
す
︶

と
い
う
高
次
脳
機
能
の
障
害
は
①

に
は
生
じ
ず
、
②
で
は
起
こ
り
得

ま
す
。

　
予
防
は
、
生
活
習
慣
病
の
治
療

で
す
。
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
そ
し
て
喫
煙
で
す
。
今
治

療
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
は
主
治

医
の
治
療
を
し
っ
か
り
受
け
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
健
康
診
断
で

治
療
が
必
要
と
指
摘
さ
れ
た
方
、

受
診
を
た
め
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

将
来
、
脳
梗
塞
を
患
わ
な
い
た
め

に
も
す
ぐ
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
発
症
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
治

療
は
、
急
性
期
と
慢
性
期
で
異
な

っ
た
対
応
と
な
り
ま
す
。
症
状
が

出
た
ば
か
り
を
急
性
期
と
い
い
ま

す
。
そ
の
治
療
は
、
内
服
と
点
滴

が
あ
る
の
で
す
が
、
両
者
併
用
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。
①
に
し
て
も

②
に
し
て
も
さ
ら
に
病
態
は
細
か

く
複
雑
な
た
め
精
査
の
上
ど
の
治

療
が
最
適
か
を
判
断
し
て
行
い
ま

す
。
慢
性
期
に
は
お
お
む
ね
、
抗

血
小
板
薬
の
内
服
で
す
。
急
性
期

に
使
う
薬
を
そ
の
ま
ま
継
続
し
ま

す
が
、
薬
の
量
や
数
を
減
ら
し
て

継
続
す
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。

予
防
薬
は
決
し
て
自
己
判
断
で
や

め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
他
院
な
ど

で
休
薬
を
指
示
さ
れ
た
時
も
ま
ず

は
主
治
医
と
相
談
し
て
判
断
を
仰

い
で
く
だ
さ
い
。
次
回
は
③
を
中

心
に
お
話
し
し
ま
す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

　
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

240

脳
卒
中
の
話
　
そ
の
三

坂
町
病
院
　
院
長
　

牧
　
野
　
邦
比
古

問い合わせ
脱炭素推進室　☎７５－５０２３

せきかわふるさとエネルギー㈱が公共施設に壁面型太陽光発電設備を設置

　せきかわふるさとエネルギーが脱炭素先行地域づくり事業の補助金を活用し、安角ふれあい自然の

家と女川地区ふるさと会館に壁面型太陽光発電設備を設置しました。

　今回の整備は、PPAモデルと呼ばれるもので、せきかわふるさとエネルギーが設備を所有し、発電

した電力で施設の消費電力の一部をまかないます。これにより、年間約1.3トン（※）のCO2排出量を削減

することができます。 ※東北電力の排出係数を使用して算出。

【壁面型パネルの特徴】　・軽量なため、今まで設置できなかった場所にも設置可能。

・壁面は垂直のため、冬季でも雪の影響を抑えて発電可能。

▼女川地区ふるさと会館(渡り廊下)▼安角ふれあい自然の家(壁面)



　
毎
週
火
曜
日
の
放
課

後
、
川
北
ふ
れ
あ
い
自

然
の
家
で
開
か
れ
て
い

る
放
課
後
子
ど
も
教
室

﹁
せ
き
と
も
ク
ラ
ブ
﹂

に
12
人
の
１
年
生
が
仲

間
入
り
。

　
６
月
３
日
、
一
足
早

く
集
ま
っ
た
１
年
生
は

校
舎
を
散
策
し
、
教
室

の
使
い
方
を
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
体
育
館
で

待
っ
て
い
た
の
が
に
ゃ

ん
吉
。
み
ん
な
大
喜
び

で
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　
全
学
年
が
揃
っ
た
歓

迎
会
で
は
、
１
年
生
が

一
人
ひ
と
り
自
己
紹
介
。

そ
し
て
２
〜
６
年
生
を

代
表
し
て
、
渡
邉
心
都
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生 涯 学 習
情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは教育課へ

　ＴＥＬ ６４−１４９１

　
シ
ニ
ア
の
み
な
さ
ん
が
い
き
い

き
と
し
た
生
活
を
送
る
手
助
け
に

な
る
よ
う
に
と
開
設
し
て
い
る

﹁
や
ま
ゆ
り
大
学
﹂
。

　
５
月
22
日
、
弘
長
寺︵
蛇
喰
︶
を

会
場
に
令
和
７
年
度
開
校
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
日
本
画
家
で
新
潟

大
学
教
育
学
部
准
教
授
の
永
吉
秀

司
さ
ん
を
招
き
﹁
文
化
財
を
継
承

す
る
た
め
、
新
た
に
創
出
す
る
。

−

日
本
画
表
現
と
弘
長
寺
壁
画

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

−

﹂
を
演
題
と
し

た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
永
吉
さ
ん
が
手
が
け
た
本
堂
壁

面
の
仏
画
を
見
な
が
ら
、
壁
画
制

作
に
か
け
る
想
い
や
考
え
つ
い
て

講
話
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
﹁
未
知
の
分
野
で
楽
し
か
っ
た
﹂

や
﹁
檀
家
で
あ
る
弘
長
寺
で
の
講

演
会
が
嬉
し
か
っ
た
﹂
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
の
講
座
は
、
自
分
の
好

き
な
言
葉
を
紙
と
筆
で
自
由
に
表

現
す
る
書
道
講
座
の
予
定
で
す
。

日
本
画
家
に
よ
る
講
座

日
本
画
家
に
よ
る
講
座

〜
や
ま
ゆ
り
大
学
開
校
式
〜

大会結果 ＊敬称略

第41回新潟県少年少女空手道選手権大会兼第25回
全日本少年少女空手道選手権大会新潟県予選会

５月11日
　小学生２年女子組手

え り か

　第４位　石山 依里香(下川口)

第43回新潟県小学生ソフトテニス選手権大会兼
第42回全日本小学生選手権大会新潟県予選会

５月５日
　第３位

たまき
　　　　　　　　

かん な

　伊藤　環(久保)・吉光柑菜(下関)ペア

第37回笹川流れマラソン

４月13日
　中学生男子の部
　第３位　渡辺 大悟(上関)

第38回白根ハーフマラソン

５月11日
　中学生男子の部
　第１位　渡辺 大悟(上関)

第33回パルパーク神林中学生バレーボ
ール大会

５月３日
　第３位　関川中学校

新潟県中学生ソフトテニス選手権大会

５月10日
　第３位
　池田 乃愛(下関)・近 梨里菜(上関)ペア

(きらら村上所属)

さ
ん(

６
年
・
下
関)

が
歓
迎
の
言

葉
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
う
ち
わ
で
風
船
を
挟
み
落

と
さ
ず
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
、
班

対
抗
の
﹁
風
船
ゲ
ー
ム
﹂
で
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　
歓
迎
会
後
の
自
由
時
間
で
は
、

上
級
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
畑
で
育
て
て
い
る
じ
ゃ
が
い

も
の
芽
か
き
作
業
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
ク
ラ
ブ
で
は
、
自
由
に
遊
ぶ
時

間
の
ほ
か
、
野
菜
作
り
を
し
た
り
、

班
ご
と
の
制
作
活
動
を
し
た
り
し

て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

放課後子ども教室「せきともクラブ」

１年生も仲間入りしました
放課後子ども教室「せきともクラブ」

１年生も仲間入りしました
全日本大会へ出場！！



13 広報せきかわ　2025・７月号

毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

田んぼの稲もだいぶ成長して、青く風になびいている様子はまるで海の波のよう

ですね。気温も上がるこの季節、涼しい図書室でゆっくりと読書はいかがですか。

今月の図書館バス今月の図書館バス

村民会館図書室

『世界９９』上・下
村田　沙耶香　著

　性格がからっぽでコミュニティごと人格を
使い分けながら生きる空子の一生を描く作品。
上下巻合わせて800ページのボリュームです
が、読み始めたらページをめくる手が止まら
なくなります。

　なりきり、なりきり、なりきりトマト。なんにな
る？と軽快な言葉のリズムに乗って、トマトがいろ
んなものになりきります。結構大胆に変身するトマ
トに、楽しくなっちゃう一冊。

NEW

親子でよんで

５日（土）、20日（日）
虹色と、汽車のメロディーが目印です♪

『なりきりトマト』
河本　徹朗　文・絵

おはなしの会
絵本の読み聞かせ

関川る～むで開催！ 無料です！
10時30分〜

ぜひご参加ください！
大人の参加も大歓迎です！
おはなしの木に花を咲かせてね！→

12日は12日は

い
ざ
こ
ざ
の
発
端

　
小
見
村
の
重
兵
衛
さ
ん
、
困
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
何
十
年
も
酒
の
小
売
業

を
営
み
、
そ
の
た
め
の
税
も
納
め
て

来
た
の
で
す
が
、
ど
う
や
ら
そ
の
権

利
を
示
す
証
拠
書
類
を
な
く
し
た
よ

う
な
の
で
す
。

　
証
拠
が
な
い
の
な
ら
、
小
売
り
の

権
利
は
小
見
村
の
も
の
だ
か
ら
村
に

よ
こ
せ
と
村
役
人
や
村
の
衆
か
ら
言

わ
れ
、
そ
れ
は
困
る
と
代
官
所
に
訴

え
出
ま
し
た
。
天
保
五
︵
一
八
三
四
︶

年
の
こ
と
で
す
。

　
江
戸
時
代
の
税
は
、
個
人
で
は
な

く
村
に
か
か
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
と

き
よ
り
五
十
九
年
前
の
小
見
村
へ
の

納
税
通
知
書
︵
連
載
第
36
回
で
紹
介
︶

に
も
、
売
酒
屋
の
税
と
し
て
米
二
斗

五
升
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
村
が
納
税
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

個
人
に
権
利
が
な
い
の
な
ら
村
の
も

の
だ
と
い
う
主
張
も
成
り
立
つ
わ
け

で
す
。

渡
辺
三
左
衛
門
の
仲
裁

　
こ
ん
な
場
面
で
は
、
い
つ
も
仲
裁

人
が
入
っ
て
話
を
ま
と
め
ま
す
。

　
今
回
は
、
酒
小
売
組
合
の
元
締
め

渡
辺
三
左
衛
門
が
、
う
ま
く
話
を
ま

と
め
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
内
容

で
す
。

① 

重
兵
衛
か
ら
村
へ
手
当
金
を
払
う

の
で
、
小
売
り
の
権
利
は
重
兵
衛
の

も
の
と
認
め
、
商
売
の
じ
ゃ
ま
は
し

な
い
こ
と
。

② 

村
の
酒
屋
税
を
重
兵
衛
が
払
う
の

は
当
然
で
、
万
一
将
来
、
重
兵
衛
が

田
畑
を
手
放
す
こ
と
が
あ
っ
て
も
税

は
き
ち
ん
と
払
う
こ
と
。

③ 

こ
れ
か
ら
先
ず
っ
と
、
村
が
酒
の

小
売
り
を
取
り
扱
う
こ
と
は
、
し
な

い
こ
と
。

　
こ
れ
で
、
今
ま
で
通
り
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
、
余
計
な
出
費
は
あ
っ

た
も
の
の
重
兵
衛
さ
ん
も
一
安
心
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
文
書
の
不
思
議

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
を

書
い
た
文
書
︵
写
真
は
冒
頭
部
分
︶

で
す
が
、
よ
く
読
む
と
不
思
議
な
箇

所
が
あ
り
ま
す
。

　
差
出
人
は
重
兵
衛
と
三
左
衛
門
の

代
理
甚
六
で
、
宛
先
は
、
小
見
村
村

役
人
の
庄
屋
・
組
頭
・
百
姓
代
で
す
。

　
そ
れ
で
、
文
末
に
こ
ん
な
こ
と
が

書
い
て
あ
り
ま
す
。﹁
今
回
和
解
合
意

が
成
っ
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
お
声
掛

け
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
有
難
く
思
っ

て
お
り
ま
す
﹂
と
。
村
役
人
は
訴
え

た
相
手
で
す
。
そ
れ
な
の
に
こ
の
言

い
方
は
、
何
か
変
で
す
。

　
き
っ
と
、
小
売
り
の
権
利
は
村
の

も
の
だ
と
言
い
出
し
た
の
は
一
部
の

村
の
衆
で
、
村
役
人
は
穏
や
か
に
元

の
鞘
に
納
め
た
か
っ
た
の
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
い
つ
の
世
も
変
わ
ら
ぬ
、
人
間
社

会
の
微
妙
な
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

︿
原
文
と
解
説
は
歴
史

館
に
展
示
、
又
は
、

下
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
﹀

で

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


酒
屋
の
権
利
は
、
誰
の
も
の
？
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内　　容 機　　　関 受付時間 電話番号

誰かに話してみませんか？
悩みを抱えたとき、つらい気持ちになったとき、

あなたを支える相談窓口

関川村社会福祉協議会 平日（祝日除く)　9：00〜16：00 0254－64－0111

新潟県パーソナル・サポート・センター 平日（祝日除く)　9：00〜17：00 025－250－5160

村上保健所 平日（祝日除く)　8：30〜17：15 0254－53－8369

新潟県こころの相談ダイヤル 毎日24時間 0570－783－025

役場　健康福祉課　健康推進班 平日（祝日除く)　8：30〜17：15 0254－64－1472

新潟県いじめ・不登校等相談電話 毎日24時間 025－258－1212

役場　教育課　学校教育班 平日（祝日除く)　8：30〜17：15 0254－64－1491

総 合 相 談
（生活全般の悩み）

こころの悩み

学 校 の 悩 み

●その他の相談機関は、

新潟県ホームページ

「各種相談窓口」で検索

●厚生労働省相談窓口

「まもろうよ　こころ」では、

ＳＮＳやチャットで相談ができます

◆
夏
プ
ロ
幹
部
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
‼

　
８
月
29
日
か
ら
９
月
１
日
に
行
わ

れ
る
﹁
新
潟
県
関
川
村
大
し
た
も
ん
蛇

ま
つ
り
活
性
化
活
動
﹂
で
幹
部
を
務

め
る
４
人
の
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

◆
質
問
内
容

①
幹
部
を
す
る
き
っ
か
け

②
意
気
込
み

◎
松
井 

登
夢
︵
ま
つ
い 

と
む
︶

　
龍
谷
大
学
４
年

　
出
身

三
重
県
鳥
羽
市

①
大
蛇
を
ゴ
ー
ル
ま
で
担
ぎ
届
け
た

い
そ
の
一
心
で
す
！
そ
の
た
め
の
準

備
は
怠
り
ま
せ
ん
！
関
川
村
で
の
い

ろ
ん
な
出
会
い
が
僕
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
関
川
村
に
恩
返
し
が
し
た
い
！

夏
の
集
大
成
と
な
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
す
！

②
祭
り
に
参
加
す
る
の
は
今
回
で
３

回
目
で
す
！
今
回
は
学
生
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
関
川
村
に
帰
れ
る
こ
と
を
誇

り
に
思
い
、
た
く
さ
ん
の
学
生
と
共

に
祭
り
を
盛
り
上
げ
に
行
き
ま
す


◎
田
中 

偉
郷
︵
た
な
か 

い
き
ょ
う
︶

　
近
畿
大
学
４
年

　
出
身

大
阪
府
東
大
阪
市

①
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
ニ
ー
ズ
を

理
解
し
深
く
考
え
ら
れ
る
、
そ
し
て
盛

り
上
げ
る
時
は
誰
よ
り
も
楽
し
む
熱
意

を
持
っ
た
活
動
を
作
り
た
い
と
考
え
た

か
ら
！

②
可
能
性
を
見
出
し
て
い
け
る
活
動

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
！
﹁
よ

く
学
び
、
よ
く
考
え
、
よ
く
動
く
﹂

こ
と
に
よ
り
関
川
村
に
ど
れ
ほ
ど
貢

献
で
き
る
の
か
？
み
ん
な
が
考
え
た

こ
と
を
形
に
で
き
る
よ
う
に
、
取
り

組
む
き
っ
か
け
を
作
り
主
体
的
に
行

動
で
き
る
漢
に
な
っ
て
関
川
に
帰
ら

せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
！

◎
長
谷
川 

流
奈
︵
は
せ
が
わ 

る
な
︶

　
東
洋
大
学
４
年

　
出
身

新
潟
県
阿
賀
野
市

①
２
年
生
の
夏
か
ら
関
川
の
方
々
に
お

世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
﹁
お
か
え

り
﹂
、﹁
ま
た
い
つ
で
も
お
い
で
﹂
と
言

っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
村
は
実
家
の
よ

う
な
安
心
感
が
あ
る
場
所
で
す
。
そ
ん

な
大
好
き
な
関
川
に
恩
返
し
が
し
た
く

て
幹
部
と
し
て
行
く
こ
と
を
決
め
ま
し

た
！

②
こ
れ
ま
で
何
度
も
参
加
し
て
き
た

関
川
っ
子
も
、
今
回
初
め
て
来
る
学

生
も
、
み
ん
な
が
本
気
で
関
川
村
と

い
う
地
域
に
向
き
合
う
活
動
に
す
る

た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
！

◎
山
元 

天
君
︵
や
ま
も
と 

あ
ま
き
み
︶

　
龍
谷
大
学
４
年

　
出
身

滋
賀
県
大
津
市

①
２
年
の
春
に
初
め
て
関
川
を
訪
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
か
け
が
え

の
な
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
初
め
て
関
川
に
来
る
学
生
に
も
今

ま
で
以
上
の
価
値
を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
機
会
を
提
供
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

②
今
回
で
関
川
に
来
る
の
は
５
回
目

に
な
り
ま
す
！
今
ま
で
の
先
輩
方
の

よ
う
に
、﹁
ま
た
関
川
に
来
た
い
﹂

と
思
え
る
人
を
も
っ
と
増
や
せ
る
よ

う
な
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信
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　７月は『社会を明るくする運動』の強調月間・再犯

防止啓発月間です。

　『社会を明るくする運動』とは、すべての国民が、

犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生に

ついて理解を深め、それぞれの立場において力を合わ

せ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国

的な運動です。

　犯罪や非行をなくすためには、立ち直ろうと決意し

た人を差別や偏見にとらわれることなく、社会で受け

入れていくことや、犯罪や非行をする人を生み出さな

い家庭や地域づくりをすることもまた、とても大切な

ことです。

　『社会を明るくする運動』では、犯罪や非行のない

地域をつくるために、一人ひとりが考え、参加するき

っかけをつくることを目指しています。

『社会を明るくする運動』

にご協力ください

『社会を明るくする運動』

にご協力ください●５月16日〜６月15日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします

伊藤　ミヤ　さん　　89歳　　南　中

山口ユキ子　さん　　89歳　　蛇　喰

渡邉喜久治　さん　　81歳　　小和田

伊藤　マサ　さん　　95歳　　上土沢

平田　時夫　さん　　92歳　　滝　原

青木　慶一　さん　　93歳　　下　関

橋　富美　さん　　76歳　　下　関

広報に載せてほしくない方は届出の際、

窓口にお申し出ください。

Ｐ６で紹介した協力隊荻原さんの作業場

へお邪魔しました。木でつくった工具に、

木のお皿などなど、個人的にとてもワクワ

ク空間。センスは皆無ですが、削ったり作

ったりする授業が好きだったことを思い出

しました。これからの活動が楽しみです。

１年の半分が終わり、あっという間に

７月ですね。７月は、夏の甲子園をかけた

高校野球がはじまります。高校球児にとっ

て、良き夏となりますように（さ）

編集室から

（　　　　　　　　）
転入　９人　　転出　８人

出生　０人　　死亡　６人

世 帯 数　　1,809世帯（±０）

総 人 口　　4,616 人（−５）

　 男 　　　2,223 人（−２）

　 女 　　　2,393 人（−３）

令和７年５月末現在　（　）は前月対比

人 の 動 き

▶
こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す

 
 
 この夏、キミの未来が動き出す。 受験生はもちろん、 

中学高校 1・2年生も差がつく夏！ 得意を伸ばし、 

苦手克服へ！『できた！』を積み重ねて未来への階

段を駆け上がろう！レギュラークラスも生徒募集中 

 

 

お問合せは ☎64-0729 
携帯 090-1938-7924 

夏期講習生徒募集 

佐藤塾 楽しく 
学べる 

問い合わせ　総務課総務班　☎64−1476
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広
報
せ
き
か
わ

N
o. 7

7
1
／

７
月

号

令
和

７
年

７
月

１
日

発
行

発
行
／
関
　
川
　
村

編
集
／
総
　
務
　
課

　
電
車
と
ブ
ロ
ッ
ク
が
好
き
な
颯
哉
。
み
か
ん
と
バ
ナ
ナ
が
好
き
で
、

ご
は
ん
も
お
か
わ
り
し
て
、
た
く
さ
ん
食
べ
ま
す
。

　
家
で
は
甘
え
ん
坊
だ
け
ど
来
春
に
は
、
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
！
の
び

の
び
成
長
す
る
姿
を
楽
し
み
に
し
て
る
よ
！

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
！

あなたに
直撃

①関川村役場を希望した理由は？

　民間企業での経験を活かして、地

域の人たちの役に立てるような仕事

をしたいと考えていた際に募集を見

かけました。関川には温泉やキャン

プ、イベントでよく訪れていたのも

きっかけの一つです。

②普段、心掛けていることは？

　日頃から感謝の気持ちを忘れず、

笑顔で丁寧な対応、分かりやすい説

明を心掛けています。また、来庁さ

れる方、一緒に働く方に気持ちよく

過ごしてもらうために、ちょっとし

た隙間時間での掃除も意識して行っ

ています。

③今、夢中になっていることは？

　最近は育てている植物の世話に夢

中です。日々の成長を見るのが楽し

みで、癒しのひと時になっています。

今年はプランターでの野菜作りにも

挑戦してみようと考えています。

④村民のみなさまに一言お願いします。

　まだまだ未熟ですが、少しでも村

民のみなさまのお力になれるよう頑

張りたいと思います。見かけた際に

はお声がけいただければ嬉しいです。

257

　
　
ゆ
　
　
き

井

上

祐

希
さ
ん

︵
胎
内
市
︶

佐藤　友之 さん  美優 さん（中束）

颯哉く　ん（５歳）

そう　 や

　第79回 新潟県美術展覧会

2025で入選された方の作品を

紹介します。（※敬称略）

　作品は、16日まで上越市教育

プラザ体育館で展示されていま

す。お近くへお出かけの際には、

ぜひお立ち寄りください。

月
夜
︵
版
画
︶

加
藤
美
智
子
︵
下
関)

手
塩
に
か
け
て
︵
洋
画
︶

三
品
　
優
︵
下
関)

と
き
め
き
の
春
︵
洋
画
︶

石
山
キ
ン
︵
下
川
口)

あ
つ
し


